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(57)【要約】　      （修正有）【課題】コンパクトサイ 
ズにできる段ボール等の板の連結具を提供する。
【解決手段】連結具１は、樹脂を成形型で成形して形作 
る。連結具１は、基台１０から実質的に直角に隆起する 
板材を有している。板材の、基台１０との実質的な直角 
を維持しつつ、さらに基台に沿って実質的に直角に曲げ 
た形状とし、板材は、隆起方向に伸びる溝１２ｃを有す 
る。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 台 か ら 実 質 的 に 直 角 に 隆 起 す る 板 材 を 有 し 、
前 記 板 材 の 、 前 記 基 台 と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 台 に 沿 っ て 実 質 的 に 直 角  
に 曲 げ た 形 状 と し 、
前 記 板 材 は 、 前 記 隆 起 方 向 に 伸 び る 溝 を 有 す る 、 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 板 材 の 、 前 記 基 台 と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 台 に 沿 っ て 実 質 的 に 直 角  
に 曲 げ た 位 置 に 、 前 記 隆 起 方 向 に 分 断 す る よ う に 伸 び る 溝 を 有 す る 、 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連  
結 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 で あ っ て 、
前 記 基 台 と 前 記 板 材 と の 片 端 ま た は 両 端 を 固 定 し 、
前 記 基 台 と 前 記 板 材 の 裏 側 部 の 間 は 、 隙 間 を 有 し て い る 、 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 、 被 災 地 の 避 難 場 所 に は 、 各 家 庭 の プ ラ イ バ シ ー を 守 る た め の パ ー テ ィ シ ョ ン が  
配 置 さ れ て い た 。 こ の パ ー テ ィ シ ョ ン は 、 あ る 程 度 の 高 さ が 必 要 と さ れ 、 そ の 組 立 は 、 困  
難 と 手 間 を 伴 う も の だ っ た 。 こ の よ う な パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て る た め の 連 結 具 と し て  
は 、 特 許 文 献 １ の よ う な も の が 提 案 さ れ て き た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ７ ３ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 連 結 具 は 段 ボ ー ル の 側 端 部 の 全 体 を 固 定 す る も の で あ る 。 こ  
の よ う な 連 結 具 は 嵩 張 っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 コ ン パ ク ト サ イ ズ の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 を 提 供 す る こ と で あ  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 は 、 基 台 か ら 実 質 的 に 直 角 に  
隆 起 す る 板 材 を 有 し 、 板 材 の 、 基 台 と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 台 に 沿 っ て  
実 質 的 に 直 角 に 曲 げ た 形 状 と し 、 板 材 は 、 隆 起 方 向 に 伸 び る 溝 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ こ で 、 板 材 の 、 基 台 と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 台 に 沿 っ て 実 質 的 に 直 角  
に 曲 げ た 位 置 に 、 隆 起 方 向 に 分 断 す る よ う に 伸 び る 溝 を 有 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 基 台 と 板 材 と の 片 端 ま た は 両 端 を 固 定 し 、 基 台 と 板 材 の 裏 側 部 の 間 は 、 隙 間 を 有 し  
て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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本 発 明 で は 、 コ ン パ ク ト サ イ ズ の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ２ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を 直 角 に 連 結 し た 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ２ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を 直 角 に 連 結 し た 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ２ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を 直 角 に 連 結 し た 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ２ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を 連 結 し た 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ３ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を Ｔ 字 状 に 連 結 し た 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 ２ つ の 段 ボ ー ル 板 材 を 略 ４ ５ ° に 連 結 し  
た 斜 視 図 の 図 面 代 用 写 真 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 複 数 の 段 ボ ー ル 板 材 を 連 結 し 、 組 み 立 て  
た パ ー テ ィ シ ョ ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 看 板 立 て を 作 っ た 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 で 、 カ ー テ ン レ ー ル を 支 え る 部 材 を 作 っ た 例  
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る パ ー テ ィ シ ョ ン に ド ア の よ う な も の を 作 っ た 例 を 示  
す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 を 床 に 固 定 す る 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ 連 結 具 の 構 成 ）
以 下 、 本 実 施 の 形 態 の 連 結 具 １ の 構 成 に つ い て 、 図 １ か ら ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施  
の 形 態 に 係 る 連 結 具 １ は 、 樹 脂 を 成 形 型 で 成 形 し て 形 作 る 。 連 結 具 １ は 、 基 台 １ ０ か ら 実  
質 的 に 直 角 に 隆 起 す る 板 材 １ １ ， １ ２ を 有 し て い る 。 こ こ で 、 板 材 １ １ に 付 し た ア ル フ ァ  
ベ ッ ト の 部 位 を す べ て 含 む 部 位 を 「 板 材 １ １ 」 と い う こ と と す る 。 こ れ は 「 板 材 １ ２ 」 に  
つ い て も 同 様 で あ る 。 板 材 １ １ ， １ ２ の 、 基 台 １ ０ と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら  
に 基 台 １ ０ に 沿 っ て 実 質 的 に 直 角 に 曲 げ た 形 状 と し 、 板 材 は １ １ ， １ ２ 、 隆 起 方 向 に 伸 び  
る 溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で 、 溝 １ １ ｃ を 構 成 す る の は 、 板 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 、 底 部 １ １ ｄ と 、 壁 １ １ ｅ で あ  
る 。 ま た 、 溝 １ ２ ｃ を 構 成 す る の は 、 板 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 、 底 部 １ ２ ｄ と 、 壁 １ ２ ｅ ，  
裏 側 部 １ １ ｆ ， １ ２ ｆ と 、 リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ で あ る 。 な お 、 底 部 １ １ ｄ ， 底 部 １ ２ の 厚  
み は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 全 て が 略 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 、 板 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， 板 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 内 壁 に は 、 板 材 １ １ ，  
１ ２ の 隆 起 方 向 に 沿 っ て 延 び る 、 高 さ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ が 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 、 基 台 １ ０ と の 実 質 的 な 直 角 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 台 １ ０ に  
沿 っ て 実 質 的 に 直 角 に 曲 げ た 位 置 に 、 隆 起 方 向 に 分 断 す る よ う に 伸 び る 溝 １ ３ ａ を 有 し て  
い る 。 溝 １ ３ ａ の 底 部 １ ３ ｂ か ら 裏 側 部 １ ３ ｃ に か け て は 、 約 ５ ｍ ｍ の 厚 み の 連 結 部 と な  
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り 、 板 材 １ １ ， １ ２ を 繋 げ て い る 。 ま た 、 板 材 １ １ ， １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 溝 １ １ ｃ ， １ ２  
ｃ の 向 か い 合 う 側 に 、 壁 １ １ ｅ ， １ ２ ｅ を 有 し て い る 。 こ の 壁 １ １ ｅ ， １ ２ ｅ の 厚 み は そ  
れ ぞ れ 約 ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 基 台 １ ０ と 板 材 １ １ ， １ ２ と の 両 端 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ を 固 定 し 、 基 台 １ ０ と 板 材 １ １  
， １ ２ の 裏 側 部 １ １ ｆ ， １ ２ ｆ の 間 は 、 隙 間 １ ５ を 有 し て い る 。 板 材 １ １ ， １ ２ の 裏 側 部  
１ １ ｆ ， １ ２ ｆ と 底 部 １ １ ｄ ， １ ２ ｄ の 間 は 、 約 ５ ｍ ｍ の 厚 み を な し て い る 。 こ の 隙 間 １  
５ は 、 基 台 １ ０ と 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 裏 側 部 １ １ ｆ ， １ ２ ｆ の 間 に 、 図 ３ の 矢 印 Ｍ 方 向 に  
離 れ る （ 基 台 １ ０ が 板 材 １ １ ， １ ２ か ら 離 れ る ） よ う に 段 差 が あ る こ と に よ り 、 形 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
基 台 １ ０ と 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 裏 側 部 １ １ ｆ ， １ ２ ｆ の 間 に 、 図 ３ の 矢 印 Ｍ 方 向 に 離 れ る  
こ と で 、 基 台 １ ０ と 板 材 １ １ ， １ ２ と の 両 端 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 形 成 さ れ る 。 両 端 １ ４ ａ ，  
１ ４ ｂ を 結 ぶ 帯 状 部 １ ４ は 、 基 台 １ ０ を 支 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
略 直 角 二 等 辺 三 角 形 の 、 基 台 １ ０ の 直 角 （ 頂 角 ） の 点 か ら 対 辺 （ 底 辺 ） に 下 ろ し た 垂 線 （  
対 称 軸 ） に は 、 リ ブ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ １ ６ は 、 基 台 １ ０ の 板 材 １ １ ， １ ２ 側 の  
面 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 リ ブ １ ６ は 基 台 １ ０ の 頂 角 か ら 約 ５ ｍ ｍ の 範 囲 は 、 頂 角 側 に  
向 か う に 従 っ て 高 さ が 低 く な り 、 頂 角 か ら 約 ５ ｍ ｍ 以 上 離 れ る と 一 定 の 高 さ に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 帯 状 部 １ ４ の 中 央 部 に は 、 四 角 い 板 状 の 凹 部 １ ７ が 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 隆 起 方 向 と  
同 じ 方 向 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 連 結 具 １ の 連 結 方 法 ）
ま ず 、 図 ５ ， 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 直 角 に 配 置 さ れ た ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ を 、 連 結  
具 １ で 連 結 し た 状 態 を 示 し て い る 。 一 方 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ の 端 を 溝 １ １ ｃ に 挿 入 し 、 他 方  
の 段 ボ ー ル 板 ２ ０ の 端 を 溝 １ ２ ｃ に 挿 入 し て 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ を 、 連 結 す る  
。 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ の 上 側 を 連 結 し て い る 図 で 、 図 ７ は 、  
２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ の 下 側 を 、 図 ５ お よ び 図 ６ と 同 様 に 連 結 し て い る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ８ は 、 一 直 線 上 に 配 置 さ れ た ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ ， ２ ２ を 、 連 結 具 １ で 連 結 し た 状 態  
を 示 し て い る 。 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ ， ２ ２ を 共 に 隙 間 １ ５ に 挿 入 し て 、 連 結 す る 。 図 ８  
で は 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ ， ２ ２ の 上 側 を 連 結 し て い る が 、 下 側 も 、 上 側 と 同 様 に 連 結  
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ９ は 、 一 直 線 上 に ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ が 配 置 さ れ 、 且 つ そ れ ら の 間 に １ 枚 の 段  
ボ ー ル 板 ２ ４ が 、 前 記 の 一 直 線 上 に ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ と そ れ ぞ れ 直 角 と な る よ  
う に 配 置 し た 、 Ｔ 字 状 の ３ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ を 、 連 結 具 １ で 連 結 し た 状 態  
を 示 し て い る 。 ま ず 、 一 直 線 上 に ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ を 共 に 隙 間 １ ５ に 挿 入 し て  
、 連 結 す る 。 そ し て 残 り の １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ４ を 溝 １ ３ ａ に 挿 入 し て 、 連 結 す る 。 図 ９  
で は 、 ３ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ の 上 側 を 連 結 し て い る が 、 下 側 も 、 上 側 と 同 様  
に 連 結 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ ０ は 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ６ ， ２ ７ を 略 ４ ５ ° （ １ ３ ５ ° ） の 角 度 に 、 連 結 具 １ で 連  
結 し た 状 態 を 示 し て い る 。 ま ず 、 １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ６ を 溝 １ ３ ａ に 挿 入 す る 。 そ し て 残  
り の １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ７ を 溝 １ １ ｃ （ 溝 １ ２ ｃ で も 良 い ） に 挿 入 す る 。 溝 １ ３ ａ に 挿 入  
し た 段 ボ ー ル 板 ２ ６ は 、 そ の 面 が 、 段 ボ ー ル 板 ２ ７ の 端 に 接 触 し 、 四 角 い 凹 部 １ ７ を 突 き  
刺 し た り 、 寄 っ か か る よ う に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ パ ー テ ィ シ ョ ン の 構 成 ）



10

20

30

40

50

JP 2022-47557 A 2022.3.25(5)

図 １ １ は 、 図 ５ か ら 図 ９ の 手 法 で 、 段 ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ を 、  
連 結 具 １ を 複 数 用 い て 連 結 し た パ ー テ ィ シ ョ ン ２ ８ の 斜 視 図 で あ る 。 ８ つ の 連 結 具 １ で 段  
ボ ー ル 板 ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ を 、 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 本 実 施 の 形 態 に よ っ て 得 ら れ る 主 な 効 果 ）
本 実 施 の 形 態 で は 、 従 来 に 比 べ コ ン パ ク ト サ イ ズ の 段 ボ ー ル 等 の 板 の 連 結 具 １ を 提 供 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
パ ー テ ィ シ ョ ン ２ ８ 等 の パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て る の に 、 多 数 種 の 連 結 具 を 用 い る こ と  
な く 、 連 結 具 １ の み を 複 数 使 う だ け で パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 こ の こ  
と は 、 連 結 具 １ が 樹 脂 製 で あ る 場 合 の そ れ を 形 作 る 成 形 型 の 種 類 を 少 な く す る こ と が で き  
る 等 、 コ ス ト 面 で の メ リ ッ ト が 非 常 に 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 、 板 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， 板 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 内 壁 に は 、 板 材 １ １ ，  
１ ２ の 隆 起 方 向 に 沿 っ て 延 び る 、 高 さ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ が 設 け ら れ て  
い る 。 リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ は 、 溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ に 挿 入 さ れ た 段 ボ ー ル 等 の 板 を 、 強 力 に  
締 め つ け る 役 割 を す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
溝 １ ３ ａ の 底 部 １ ３ ｂ か ら 裏 側 部 １ ３ ｃ に か け て は 、 約 ５ ｍ ｍ の 厚 み の 連 結 部 と な り 、 板  
材 １ １ ， １ ２ を 繋 げ て い る 。 溝 １ ３ ａ の 底 部 １ ３ ｂ か ら 裏 側 部 １ ３ ｃ に か け て 、 連 結 部 と  
し て い る 理 由 は 、 連 結 具 １ 全 体 の 強 度 を 高 め る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
基 台 １ ０ の 直 角 （ 頂 角 ） の 点 か ら 対 辺 （ 底 辺 ） に 下 ろ し た 垂 線 （ 対 称 軸 ） に は 、 リ ブ １ ６  
が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ １ ６ は 、 隙 間 １ ５ に 挿 入 さ れ た 段 ボ ー ル 等 の 板 を 、 強 力 に 締 め つ  
け る 役 割 を す る 。 ま た 、 リ ブ １ ６ は 基 台 １ ０ の 頂 角 か ら 約 ５ ｍ ｍ の 範 囲 は 、 頂 角 側 に 向 か  
う に 従 っ て 高 さ が 低 く な り 、 頂 角 か ら 約 ５ ｍ ｍ 以 上 離 れ る と 一 定 の 高 さ に な る 。 こ の 構 成  
に よ っ て 、 隙 間 １ ５ に 挿 入 さ れ る 際 の 入 り 口 付 近 を 広 く し て 、 段 ボ ー ル 等 の 板 が 挿 入 さ れ  
や す く で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 帯 状 部 １ ４ の 中 央 部 に は 、 四 角 い 板 状 の 凹 部 １ ７ が 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 隆 起 方 向 と  
同 じ 方 向 に 突 出 し て い る 。 凹 部 １ ７ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 溝 １ ３ ａ に 挿 入 し た 段 ボ ー  
ル 板 ２ ６ の 面 が 、 段 ボ ー ル 板 ２ ７ の 端 に 接 触 し 、 四 角 い 凹 部 １ ７ を 突 き 刺 し た り 、 寄 っ か  
か る よ う に 連 結 す る 際 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 図 ５ ， 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 連 結 具 １ は 、 直 角 に 配 置 さ れ た ２ 枚 の 段 ボ ー  
ル 板 ２ ０ ， ２ １ （ た と え ば ） を 、 一 方 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ の 端 を 溝 １ １ ｃ に 挿 入 し 、 他 方 の  
段 ボ ー ル 板 ２ ０ の 端 を 溝 １ ２ ｃ に 挿 入 し て 、 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 連 結 具 １ は 、 一 直 線 上 に 配 置 さ れ た ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ １ ， ２  
２ （ た と え ば ） を 、 共 に 隙 間 １ ５ に 挿 入 し て 、 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 連 結 具 １ は 、 一 直 線 上 に ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ （ た と え  
ば ） 、 且 つ そ れ ら の 間 に １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ４ （ た と え ば ） を そ れ ぞ れ 直 角 と な る よ う に  
、 Ｔ 字 状 の ３ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ を 、 連 結 す る こ と が で き る 。 そ の た め に は  
、 ま ず 、 一 直 線 上 に ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ２ ， ２ ３ を 共 に 隙 間 １ ５ に 挿 入 し て 、 連 結 す る 。  
そ し て 残 り の １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ４ を 溝 １ ３ ａ に 挿 入 し て 、 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 連 結 具 １ は 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ６ ， ２ ７ （ た と え ば ） を 略  
４ ５ ° （ １ ３ ５ ° ） の 角 度 に 、 連 結 具 １ で 連 結 す る こ と が で き る 。 そ の た め に は 、 ま ず 、  
１ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ６ を 溝 １ ３ ａ に 挿 入 す る 。 そ し て 残 り の １ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ７ を 溝 １  
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１ ｃ （ 溝 １ ２ ｃ で も 良 い ） に 挿 入 す る 。 溝 １ ３ ａ に 挿 入 し た 段 ボ ー ル 板 ２ ６ は 、 そ の 面 が  
、 段 ボ ー ル 板 ２ ７ の 端 に 四 角 い 凹 部 １ ７ を 突 き 刺 し た り 、 寄 っ か か る よ う に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 面 を ４ ５ ° 等 に 、 連 結 す る こ と で 、 た と え ば 、 図 １ ２ に 示  
す よ う な 段 ボ ー ル の 板 ３ ０ で 、 看 板 立 て ３ １ 等 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
連 結 具 １ は 、 単 な る 連 結 具 で は な く 、 段 ボ ー ル 等 の 板 を 組 み 立 て て 遊 ぶ 知 育 玩 具 と し て 機  
能 す る こ と が で き る 。 隙 間 １ ５ に は 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 等 の 板 を 、 挿 入 し て 固 定 で き 、 溝 １  
３ ａ に は 、 １ 枚 の 段 ボ ー ル 等 の 板 を 、 挿 入 し て 固 定 で き 、 溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ に は そ れ ぞ れ  
、 １ 枚 の 段 ボ ー ル 等 の 板 を 、 挿 入 し て 固 定 で き る た め 、 少 な く と も ５ 枚 の 段 ボ ー ル 等 の 板  
を 、 挿 入 し て 固 定 で き る 、 知 育 玩 具 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル 等 の 板 ３ ４ の 上 端 に 連 結 具 １ の 隙 間 １ ５ を 挿 入 し 、  
板 部 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ で 囲 わ れ る 箇 所 に カ ー テ ン レ ー ル ３ ５ の 両 端 を 固 定 （ 載 置 ） し 、 カ ー  
テ ン ３ ６ を 設 置 す る こ と が で き る 。 被 災 地 の 避 難 場 所 は 、 カ ー テ ン ３ ６ の よ う に 、 簡 単 に  
開 閉 で き る 仕 切 り が 重 宝 さ れ る 。 も ち ろ ん カ ー テ ン レ ー ル ３ ５ の 方 端 の 固 定 を 連 結 具 １ に  
よ り 行 い 、 も う 方 端 を 他 の 固 定 方 法 を 採 用 し て も 良 い 。 ま た 、 カ ー テ ン レ ー ル ３ ５ に 代 え  
て 物 干 し 竿 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 他 の 形 態 ）
上 述 し た 本 実 施 の 形 態 に 係 る 連 結 具 １ は 、 本 発 明 の 好 適 な 形 態 の 一 例 で は あ る が 、 こ れ 限  
定 さ れ る も の で は な く 本 発 明 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
パ ー テ ィ シ ョ ン ２ ８ 等 の パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て る の に 、 多 数 種 の 連 結 具 を 用 い る こ と  
な く 、 連 結 具 １ の み を 複 数 使 う だ け で パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 し か し  
、 連 結 具 １ を 用 い 、 連 結 具 １ 以 外 の 連 結 具 を 混 ぜ て パ ー テ ィ シ ョ ン を 組 み 立 て て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 溝 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ の 、 板 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ ， 板 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 内 壁 に は 、 板 材  
１ １ ， １ ２ の 隆 起 方 向 に 沿 っ て 延 び る 、 高 さ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ が 設 け  
ら れ て い る 。 し か し 、 リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ は 必 須 の 構 成 要 素 で は な い た め 、 省 略 す る こ と  
が で き る 。 ま た 、 リ ブ １ １ ｇ ， １ ２ ｇ の 高 さ 寸 法 は 、 適 宜 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 溝 １ ３ ａ の 底 部 １ ３ ｂ か ら 裏 側 部 １ ３ ｃ に か け て は 、 約 ５ ｍ ｍ の 厚 み の 連 結 部 と な  
り 、 板 材 １ １ ， １ ２ を 繋 げ て い る 。 し か し 、 こ の 連 結 部 は 、 必 須 の 構 成 要 素 で は な い た め  
、 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 基 台 １ ０ の 直 角 （ 頂 角 ） の 点 か ら 対 辺 （ 底 辺 ） に 下 ろ し た 垂 線 （ 対 称 軸 ） に は 、 リ  
ブ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 し か し 、 リ ブ １ ６ は 必 須 の 構 成 要 素 で は な い た め 、 省 略 す る こ  
と が で き る 。 ま た 、 リ ブ １ ６ の 高 さ 寸 法 は 、 適 宜 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 帯 状 部 １ ４ の 中 央 部 に は 、 四 角 い 板 状 の 凹 部 １ ７ が 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 隆 起 方 向 と  
同 じ 方 向 に 突 出 し て い る 。 し か し 、 四 角 い 板 状 の 凹 部 １ ７ は 必 須 の 構 成 要 素 で は な い た め  
、 省 略 す る こ と が で き る し 、 四 角 い 板 状 以 外 の 形 状 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 連 結 具 １ は 、 樹 脂 を 成 形 型 で 成 形 し て 形 作 っ て い る が 、 連 結 具 １ の 材 質 は 、 木 材 、  
金 属 等 で も 良 く 、 製 造 法 も 成 形 型 を 用 い な い 方 法 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 連 結 具 １ の 連 結 の 対 象 は 、 段 ボ ー ル の 板 で あ る が 、 木 材 か ら な る 板 、 鉄 板 等 を 連 結  
の 対 象 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 四 角 い 板 状 の 凹 部 １ ７ の 配 置 位 置 を 、 帯 状 部 １ ４ の 範 囲 で 移 動 さ せ る こ と で 、 図 １  
０ に 示 し た 、 ２ 枚 の 段 ボ ー ル 板 ２ ６ ， ２ ７ の 角 度 を 変 え て 、 連 結 具 １ で 連 結 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 基 台 １ ０ と 、 板 材 １ １ ， １ ２ の 裏 側 部 １ １ ｆ ， １ ２ ｆ の 間 に 、 図 ３ の 矢 印 Ｍ 方 向 に  
離 れ る こ と で 、 基 台 １ ０ と 板 材 １ １ ， １ ２ と の 両 端 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 形 成 さ れ る 。 両 端 １  
４ ａ ， １ ４ ｂ を 結 ぶ 帯 状 部 １ ４ は 、 基 台 １ ０ を 支 え て い る 。 し か し 、 基 台 １ ０ を 支 え る の  
は 、 両 端 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 片 端 で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 １ 枚 の 段 ボ ー ル 等 の 板 ４ ０ の 両 側 を 、 別 々 の 連 結 具 １ の 溝 １  
１ ｃ に 挿 入 し 、 折 り 目 ４ １ を つ け る こ と で 、 そ の 折 り 目 ４ １ が 蝶 番 に な っ て 、 パ ー テ ィ シ  
ョ ン 等 に ド ア の よ う な も の を つ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 図 １ ５ は 、 連 結 具 １ を 床 に 固 定 す る 方 法 を 示 す 図 で あ る 。 ま ず 段 ボ ー ル 等 の 板 ５ ０  
を 連 結 具 １ の 隙 間 １ ５ 等 に 挿 入 し 、 両 者 を 固 定 す る 。 次 に 、 隙 間 １ ５ （ 基 台 １ ０ ） と 床 ５  
１ と を 対 向 さ せ 、 段 ボ ー ル 等 の 板 ５ ０ の 端 部 ５ ２ ， ５ ３ ， ５ ４ ， ５ ５ を 、 ガ ム テ ー プ ５ ６  
等 で 床 ５ １ に 固 定 す る 。 こ こ で 、 段 ボ ー ル 等 の 板 ５ ０ の 形 状 は 四 角 形 に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 溝 １ ３ ａ と 隙 間 １ ５ の 一 方 ま た は 両 者 は 、 連 結 具 １ か ら 省 略 す る こ と が で き る 。 溝  
１ ３ ａ を 連 結 具 １ か ら 省 略 す る 場 合 に は 、 溝 １ １ ｃ と 溝 １ ２ ｃ を 繋 げ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１   連 結 具
１ ０   基 台
２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７   段 ボ ー ル 板 （ 板 材 ）
１ ３ ａ   溝
１ ４ ａ ， １ ４ ｂ   両 端
１ ５   隙 間
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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